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「インプラントJと は、取りはすじ式入

れ歯に代わる治磨法の「ことです。入れ歯は

歯ぐきに合わせて作った床と0寧ばれる土台
の上に人工の曲を取り付|り、その土台ごと

歯ぐきの上に棄f」て使しヽます。「インプラン

ト」は英語で 「1肝lplarl[三植えIJけるJと い

う篇味で、「人工歯根療法Jと も言われてい

ます。失ってしノまった歯の根に当たる部分

がlTJまっていたゎごの骨に人工の闘根を埋

め、その上に人工の曲を固定tノます。

入れ歯 (義曲)は 歯ぐきににかl‐tt立ての

|せてあるだ|りなので不費定です。「ィンプラ

ントJは l‐
~ご

の骨に直接固定され、人工の

出て8節む帳受」がそのままに骨にもほわり、

まる l_もともとの自分の曲のように感じる

ことができます。

'盛事の購、入れ簡と歯く者の間に食ベカスが

は基まる
。ぴつたり含うように作ったはずなのに草日の

中で簡単に動いたりする
。八ね′歯が象話の途中で丼れる
。入れ闘を洗う摘に中極して恥ずかしい思いを

する
コ入れ縮|こしてから、好物の疎が襲わった
。余謡中や、奨ったりすると入れ競が見えるの

が恥ずかしくて人前に出たくない
ス以前の自分の憾と同じように備える、pFlしい

簡がないか探して見える済

こんなお1岡ルをお持ちの皆さん、「インプラン

ト」在渦討し<だ さい, ドクター小野寺に3S気

韓にご十日11くださしヽ.
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